
 

 

 

令 和 ６ 年 ３ 月 1 4 日 

水管理・国土保全局下水道部 

 

循環型社会の構築へ！下水汚泥の最大限の肥料利用に向けたマニュアルを公開！ 

～下水汚泥資源の肥料利用に関する検討手順書を公開しました～ 

 

 農業生産に必要不可欠な肥料は、その原料の多くを海外に依存していることから、国際市況や原料産出国の輸出に

係る動向の影響を強く受けやすい状況となっています。一方、下水処理の過程で発生する下水汚泥は、リンや窒素等の

肥料成分を含有する国産資源として期待が高まっており、食料安全保障の強化や農業の持続性に貢献する取組とし

て、さらなる肥料利用の拡大が求められています。 

 国土交通省では、令和 12 年までに下水汚泥資源の肥料としての使用量を倍増するとの目標を達成すべく（食料安

全保障強化政策大綱、令和４年 12 月決定）、下水汚泥の処理に当たって、肥料利用を最優先する旨の通知を令

和５年３月に自治体に向けて発出するなど、下水汚泥資源の肥料利用の拡大に向けた取組が推進されるよう促して

きました。 

 今般、自治体が下水汚泥資源の肥料化を検討するためのマニュアルとして、「下水汚泥資源の肥料利用に関する検

討手順書（案）」を作成しましたのでお知らせします。 

本手順書では、下水汚泥資源の肥料化を自治体が検討する際の手順をフロー図で示し、各段階において検討すべ

き事項を章ごとに分かりやすく説明しております。また、昨年 10 月に新たに設定された肥料の公定規格である「菌体りん

酸肥料」についても解説しており、肥料登録の方法等を紹介しています。 

自治体が本手順書を活用することにより、肥料利用の取組が加速することを期待します。 

 

●下水汚泥資源の肥料利用に関する検討手順書（案） 

https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_000860.html 

 

 

 

 

 

 

○ 国土交通省では、下水汚泥資源についての肥料利用の拡大を推進しており、その一環として、

「下水汚泥資源の肥料利用に関する検討手順書（案）」を作成しました。 

＜問い合わせ先＞ 

水管理・国土保全局 下水道部 下水道企画課 

企画専門官 末久、資源利用係長 吉松 

TEL： 03-5253-8111［内線：34132、34164］ 03-5253-8691(直通)    

https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_000860.html

